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トマトの土壌病害虫抵抗性の強化と環境適応性の拡

大を目的とし，非塊茎性ナス属植物を台木として利用

する研究を進めている.これまでに筆者らはナス属植

物に接ぎ木したトマトの生育および収量(松添ら，

1993a)並びに青枯病および根こぶ線虫抵抗性(松添

ら， 1993b)について報告した.

ところで接ぎ木植物では穂木の栄養状態は台木の養

分吸収特性によって影響されることが，ナス科，ウリ

科など多くの競菜で知られている.接ぎ木トマトにつ

いては，‘KNVF'と‘KCFT'台は他の台木品種に比べ

て穂木のマグネシウム含有率が低く，台木の養分吸収

特性に品種間差異のあることが認められている(沖村

ら， 1986). Abdelhafeez and Cornillon (1976)は，

ナスを台木としたトマトでは，カルシウム含有率が高

まり，尻腐れ呆の発生が低下したと報告している.一

方，接ぎ木ナスは，台木によってはマグネシウム欠乏

症を生じ易いので，台木の種類に応じた肥培管理が必
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要なことも指摘されている(丹羽ら， 1978;鈴木ら，

1982 ;沖村ら， 1986;糟谷ら， 1986;山崎ら， 1988; 

山崎・徳橋， 1989). さらに，肥料成分の組成や施肥

量，あるいは温度によっても養分吸収反応が穂木と台

木の組合せで異なることが報告されている(荻原・甲

田， 1976;興津・本多， 1977;嶋田・守谷， 1977;有

津ら， 1980;五味・桝田， 1980;桝田ら， 1980;池田

ら， 1986;沖村ら， 1986). 

このように，接ぎ木植物の養分吸収特性は穏木と台

木の組合せで異なるので，接ぎ木植物に応じた適切な

肥培管理が必要である.そこで，本研究ではナス属植

物を台木とした接ぎ木トマトの肥培管理に関する基礎

的知見を得るために，穂木の養分吸収特性に与える台

木の影響について，作型，施肥量との関連で検討した.

材料および方法

前報(松添ら， 1993a)の春作と秋作の植物を供試材

料とした.即ち，トマト‘桃太郎'を穂木とし，台木は

Solanum sisymbriifolium， S. torvumおよびS目 tox

Icanum，対照として‘桃太郎'(共台)を供試した.春

作は1990年4月13日，秋作は同年9月 1日にビニルハ

ウス内のサンドポニックス砂栽培プラント(住友電工)

へ定植した.主校は第 5果房の上 2葉を残して摘心し，

各果房 4果に制限した.施肥は，標準施肥量区(施肥

区II) と，その1/2施肥量区(施肥区1)および3/2施

肥量区(施肥区III)の3区を設げた.肥料は複合肥料
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OK-F-l (N=15%， P205=8%， K20=17%，大塚化

学)の水溶液を適宜与えた.処理開始から栽培終了時

までの 1株当りの施肥量は春作では施肥区 1=19.2g， 

施肥区II=38.4g，施肥区III=57.6g，秋作では施肥区 I

=20.6g，施肥区n=41.2g，施肥区III=61.8gであっ

た.なお，秋作のハウス内最低気温は10'Cを目標に加

温した.

全果実収穫後に穂木の第 3果房の上・下 2葉の葉身

を採取し，窒素，リン，カリウム，カルシウム，マグ

ネシウムの含有率およびマンガンの含有量を測定した.

窒素はガンニング氏変法で分解し，セミミクロケル

ダール法で分析した.次いで試料を乾式灰化し，リン

はパナドモリブデン酸法による比色法，カリウムは炎

光光度法，カルシウム，マグネシウムおよびマンガン

は原子吸光光度法で測定した(作物分析法委員会，

1975).なお，分析は 4固反復した.

結

春作の葉分析の結果を第 1表に示す.窒素，リン，

カリウムの含有率およびマンガンの含有量は，すべて

の台木で，施肥量の増加に伴って高くなったが，カル

シウムとマグネシウムの含有率は減少する傾向が認め

られた.

窒素については，S. torvum台がいずれの施肥量区

でも高く，特に施肥区IIでは共台の約1.5倍にも及んだ

が，その他の台木聞には顕著な差異は認められなかっ

た.リンの含有率は S.toxicarium台で低い傾向が認

められた.カリウムについては，ナス属台は共台に比

べ総じて施肥量に対する反応、が顕著であった.ちなみ

に，施肥区IIIではすべてのナス属台が共台より含有率

が高く，特に S.torvum台で著しかった.

カルシウムは， s. s句，mbriifolium台と S. toxicar. 

ium台が高含有率で各施肥区とも共台に勝ったが，施

肥量の増加に伴う減少傾向が顕著であった.マグネシ

ウムの含有率については，S. torvU1四台と S.toxicar-

!um台が施肥区IIIで低下が著ししその結呆，これら

の施肥区IIIにおける K/Mg値は共台を大きく上回っ

た.また，マンガンの含有量は，逆に施肥区IIIで S.

torvum台と S. toxicarium台が共台や S. s句mbrii.

folium台よりも若干高かった.

秋作の分析結果を第 2表に示す.秋作は春作に比べ

養分含有率が全般に高まったが，無機成分の合有率と

施肥量との関係は春作とほぼ同様の傾向であった.

窒素の含有率は，S. torvum台がやや高く ，S. tox-

icarium台は施肥区l， IIIで共台よりも低かった.リン

の含有率は S.toxicarium台が低かった.カリウムに

Table 1. Effect of rootstocks and amount of applied f巴rtilizeron the mineral content in leaves of 
tomato scions during spring season. N， P， K， Ca and Mg were calculated as the % of dry 
weight 

Amount of 
applied Rootstocks N P K Ca Mg Mn 
fertilizerZ % ppm 

S. sisymbriifolium 1.30 0.24 0.38 7.75 0.76 70 

S. torvum 1.63 0.21 0.64 6.71 0.64 48 

S. toxicarium 1.52 0.18 0.69 7.39 0.57 37 

L. esculentum 1.51 0.22 0.84 6.09 0.83 50 
‘Momotaro' 

S.幻ISYI刊briifolium 1.84 0.33 0.69 7.08 0.60 78 

S. torvum 3.06 0.35 1.48 5.80 。.72 86 

II S. toxicarium 1. 95 0.26 0.81 6.72 0.54 97 
L. esculentum 2.02 0.36 0.77 5.36 0.59 63 

‘Momotaro' 

S. sisymbriifolium 2.91 0.55 1. 74 5.89 0.59 144 

S. torvum 3.48 0.45 2.58 5.63 0.32 254 

III S. toxicarium 2.71 。.35 1.77 6.10 0.38 218 

L. escule河tum 2.87 0.55 1.29 5.69 0.71 156 

‘Momotaro' 

ZAmount of applied fertilizer (OK-F-1， N=15%， P205=8%，K20=17%)= 1 : 19.2g・plant-1，

II : 38.4g・plant→， III : 57.6g ・ plant- 1 •

K/Mg 
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1.0 

1.2 
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Table 2. Effect of rootstocks and amount of applied fertilizer on the mineral content in 
leaves of tomato scions during fall season. N， P， K， Ca and Mg were calculated as 
the % of dry weight 

Amount of 
applied Rootstocks N P K Ca Mg Mn 
fertilizer' % ppm K/Mg 

S. sisymbriifolium 2.27 0.41 1.28 10.69 0.94 105 1.4 

S. to仰 um 3.52 0.39 1.57 5.86 0.43 87 3.7 

S. toxicarium 2.26 0.27 1.41 7.65 0.73 96 1.9 

L. esculentum 2.91 0.48 1.34 8.34 0.95 70 1目4

‘Momotaro' 
“』喝ー-ーーー『百→~ ~吋司"- - --ーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

S. sisymbri~向lium 3.79 0.74 1.95 8.66 0.57 157 3.4 

S. torvum 3.80 0.66 3.04 5.72 0.20 111 15.2 

11 S. toxicarium 3.42 0.55 2.32 7.37 0.37 113 6.3 

L. esculentum 3.46 0.71 2.51 8.43 0.59 111 4.3 

‘Momotaro' 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー世暢ーー~ .也事構ー~ ~ ~ーーーーーーーーーーー

S. sisymbriifolium 4.37 0.89 3.62 7.66 0.34 220 10.6 
S. to門別m 4.15 0.66 4.21 4.48 。.11 135 38.3 

III S. toxicarium 3.66 0.60 4.38 5.85 0.16 132 27.4 

L. esculentum 4.26 0.77 3.82 7.32 0.47 185 8.1 

‘Momotaro' 

'Amount of applied fertilizer (uK-F-l， N=15%， P2u5=8%，K2u=17%)= 1 : 20.6g・plant-ヘ
11 : 41.2g・plant-'，III : 61.8g・plant-'.

ついては S.torvum台が全般に高い傾向が認められ

た

カルシウムの含有率は.S. sisymbriifolium台が全施

肥区で高く. S. torvum台が低かった.マグネシウム

は.S. torvum台が低く，共台に比べ施肥区 Iで約1/

2.施肥区且で約1/3.施肥区凹で約1/4であり，施肥量

の増加につれて低くなった.また.S. toxicaηum台も

S. torvum台に次いで低く，施肥区凹では共台の約1/

3であった.その結果.K/Mg値はaωrvum台と S.

toxicarium台で特に高くなった.マンガンの含有量

は，施肥区IIIで S.torvum台と S.toxicarium台が共

台に比べ若干低かった.

以上のように，春・秋作を通じて接ぎ木トマトの業

内養分含有率に，台木植物の影響が認められた. S. 

sis戸時briifolium台では，カルシウムの含有率が高かっ

たが，その他は共台と近似した吸収特性を示した.S. 

torvum台では，窒素が高く，またカリウムも比較的高

くてマグネシウムの含有率は低かった.その結果K/

Mg 値が高くなったが，その傾向は低温期の秋作にお

いて顕著であった.S. toxicarium台では，共台に比ペ

リンとマグネシウムの含有率が低かった.

考 察

接ぎ木植物の養分吸収特性が台木の影響を受けるこ

とは多くの植物で認められているが，本実験において

も穂木の養分吸収特性に台木の影響が認められた.

S. sisymbriifolium台接ぎ木トマトでは葉内の含有

率はカルシウムが多かったが，概して共台に近似して

いた.また前報で述べたように生育状況や収量性につ

いて無病の共台との聞に差異が認められなかった(松

添ら. 1993a).片山ら (1976)は S.sisy押~briifolium を

含む 9種類のナス属台に接ぎ木したナスについて調査

し. S. sisymbriifolium台は他のナス属台に比べ，窒

素，リンならびにマグネシウムの葉内含有率が高くて

マグネシウム欠乏症の発生が少なく，多収になったと

報告している.また.Abdelhafeez and Comillon 

(1976)はナス‘Dourga'を台木とした接ぎ木トマトの

葉身，葉柄ならびに茎部のカルシウム含有率を調べ，

その含有率が白根植物よりも，それぞれ19.24. 52% 

高く，尻腐れ果の発生が低下したと報告している.本

実験では S.sisymbriifolium以外のナス属台では，カ

ルシウムの含有率が共台よりも低く，ナス近縁野生種

でも種によって吸収特性の異なることが認められた.

S. si伊 nbriifolium台で尻腐れ果やマグネシウム欠乏
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症の発生が少なくなることについては実証できなかっ

たが，葉内の養分含有率から， S. sisymbriifoliumはト

マトの台木として有望であることが示唆された.

S. toroum台接ぎ木トマトは，他の台木に比べ窒素

とカリウムの含有率が高かった.しかし，マグネシウ

ムの含有率は低く，しかも施肥量が増えるにつれて低

下が著しかった. S. toroum台はナス台木として普及

しているが，概して過繁茂になりやすく，マグネシウ

ム欠乏を生じ易いことが指摘されている.鈴木ら

(1982) はS.toroum台ナスと S.integrifolium台ナ

スを比較し，茎葉中の窒素含有率に差異はないが

株当たりの窒素の総吸収量は S.to何 um台が多く，ま

たリン，カリウムおよびカルシウムの含有率も多くな

ると報告している.糟谷ら (1986)は， S. toη1Um， S. 

integnfolium，‘台木用 VF'および‘アシスト'を台木

としたナスの葉内養分含有率を比較し， S. to仰 um台

はリンが高くて，マグネシウム含有率が低いことを認

めている.さらに，沖村ら(1986) はS.toroum台に

接ぎ木したナスの養分吸収特性を，地温との関連で調

査し，他のナス台に比べてマグネシウムの含有率が特

異的に低く，他の無機成分には差がなかったと報告し

ている.また，山崎ら (1988) は6種類のナス属植物

に接ぎ木したナスの葉内含有率を比較し， S. torvum 

台は S.integrifolium台に比べて窒素とリンが多く，

マグネシウムとマンガンが低いことを認めている.こ

のように， S. torvum台の養分吸収特性は，窒素に関

しては穂木がナスとトマトでは若干異なる傾向が窺わ

れるが，マグネシウムが低下することは共通している

ようである.

一般に，作物は窒素が過剰に吸収されると，茎葉は

過繁茂になり，成熟が遅延し，イネ科やマメ科作物な

どでは茎葉に対する子実の収量割合を低下させると言

われている(大平， 1982). S. torvum台トマトの茎葉

が過繁茂状態になり，また果実の小玉化による収量の

低下(松添ら， 1993a)のー原因として窒素の過剰吸収

が考えられる.特に施肥区IIIはS.toη um台接ぎ木ト

マトにとって施肥過多で，それに伴うマグネシウム吸

収の低下とも考えられる.

S. toxicarium台接ぎ木トマトは，マグネシウムの含

有率が低く，またリンの含有率も低いことが認められ

た.丹羽ら(1978)は， S. toxicariul河台に接ぎ木した

ナスはマグネシウム欠乏症が発生し易いと述べている.

また，ナスの接ぎ木におけるマグネシウム欠乏症の発

生について，片山ら (1976) はマグネシウムの低下と

ともに窒素，リンの吸収低下も大きく関与し，特にリ

ンの影響が大きいと述べている.本実験の接ぎ木トマ

トでも同様の結果が得られ，S. toxicarium台は， S. 

torvum台と同様にマグネシウム欠乏症が発生し易い

台木であることが示唆された.

マグネシウム欠乏症が発生する葉内マグネシウム含

有率の限界は，杉山ら (1956)によるとトマトでは0.3%

かそれ以上，久保田(1969)によると0.4%で欠乏症状

が現れ，このような葉においてはカリウムの含有率が

高くなっていることが報告されている.本実験の接ぎ

木トマトでは， S. toroum台と S.toxican'um台のマグ

ネシウム含有率は春作の施肥区IIIで0.4%以下，秋作の

施肥区IIIで0.2%以下と低かった.一方，カリウムは共

台よりも高く， K/Mg値は秋作の施肥区凹では25を越

え，さらに両者ではマグネシウム欠乏症が観察され，

杉山ら(1956)や久保田(1969)の報告と同様の結果

となった.

接ぎ木植物の葉内マグネシウム含有率の低下に伴う

マグネシウム欠乏症について，興津・本多(1977)は

カボチャ台接ぎ木キュウリではマグネシウム欠乏を発

生し易く，その症状は低温，多肥条件下で著しくなる

としている.本実験においても， S. torvum台と S.

toxicariul河台トマトのマグネシウム含有率は，秋作の

多施肥量区で極めて低くなり，これらの所見と一致し

た.また，収量は S.toxicarium台と S.torvum台で

低く(松添ら， 1993a)，マグネシウム欠乏症が果実の

収量低下を招くとする杉山ら (1956)および片山ら

(1976)の報告と同様な結果であった.

本実験の接ぎ木トマトの葉内マンガン含有量は，春

作で 37~254ppm，秋作では 70~220ppm を示し，施肥

量が増加すると若干高くなったが，台木による差異は

少なかった.一般に，読菜の葉内マンガン含有量の正

常値は乾物中約 200ppmか，それ以下である.また，

トマトではマンガン過剰症で地上部乾物重が半減する

葉内含有率は約 3，000ppmと言われている(大沢・池

田， 1974).従って，本実験の接ぎ木トマトでは，マン

ガン含有量には問題はなかったと考える.

以上のことから，複合病害抵抗性の観点から台木と

して期待される S.toroumとS.toxican'umは，接ぎ

木トマトの養分吸収特性からみて問題が多く，これら

の接ぎ木植物に適した肥培管理の検討の必要が示唆さ

れた.一方， S. SiSYl四briifolium台は前報で述べたよう

に収量は無病の共台に劣らず(松添ら， 1993a)，作型

や施肥条件を変えても養分吸収特性が共台に近似して

おり，実用的な台木として期待できる.しかし，この

種については青枯病抵抗性の強化(松添ら， 1993b)や
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無刺化が残された課題である.

摘 要

土壌伝染性病害に複合抵抗性を有する非塊茎性ナス

属植物を台木にした接ぎ木トマトの養分吸収特性につ

いて，Solanum sisymbriifolium， S. to門 umおよび S.

toxicariumを台木にして，共台(トマト‘桃太郎')と

比較した.

Solanum sisymbri・ifolium台トマトでは，養分吸収

特性に共台と近似した傾向が確かめられた. S. tor. 

vumでは窒素の過剰吸収と，極端なマグネシウムの吸

収抑制が明らかになった.さらに， S. toxicariumでは

リンとマグネシウムの吸収不良が認められた.
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Summary 

Nutrient uptake of tomato plants cv. Momotaro grafted on Solanum si引叫briifoliul叫， S. torvz仰向

and S. toxicarium which are resistant to soil-born disease were compared with tomato grafted on its 
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own root， a tomato/tomato， scion/rootstock combination. 

Mineral content in leaves of tomato/S. si，抑lbriifoliumwas near1y equal to that of tomato/ 

tomato. 1n leaves of tomato/S. torvum， nitrogen content was higher， and magnesium content was 

lower than those of tomato/tomato. Furthermore， phosphorus and magnesium content in leaves of 

tomato/ S. toxicariUlηwas low as compared with that of tomato/tomato 


